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「賛助会員」募集中
◎年会費　 個人会員　1万円（学生は 5千円）　法人会員　5万円
◎特　典　・ 『グローブ』（季刊：年 4回発行）『年報』の無償送付。
　　　　　・  『研究紀要』 『人権問題研究叢書』の無償送付。
　　　　　・  「講座・人権ゆかりの地をたずねて」の無料受講。
　　　　　・  人権図書室所蔵の図書貸出サービス。
　　　　　・  当センター主催の講演会等への優先案内。
◎お問い合せ、お申込みは下記へ。

公益財団法人  世界人権問題研究センター
〒604-8221　 京都市中京区錦小路通室町西入天神山町290番地１
TEL 075-231-2600　FAX 075-231-2750
[URL]  http://www.mmjp.or.jp/jinken/[E-MAIL] jinken@kyoto.email.ne.jp

世界人権問題研究センター発行の刊行物の紹介

『人権問題研究叢書』
当研究センターが取り組む調査・研究のさらなる活性化とそ
の成果を広く国内外に発信し、人権文化の発展に寄与するこ
とを目的に創刊しました。当研究センター研究員が調査・研
究活動を通じ、人権問題を科学的に考察し論著したものです。

季刊「グローブ」（研究センター通信）
年 4回発行
当研究センターの研究活動やその他事業について
の報告や予定、研究課題、研究員の紹介、外部か
らの声などを掲載しています。

「人権歴史年表」
人権を主題として構成された年表は、ほとんど前
例がないなかで人権問題を探求し、新たな人権文
化の創造をめざす人々の学習の手引となるように
編集しました。

「研究紀要」の刊行（年 1回発行）
当センターでは、「国際的人権保障体制の研究」「同
和問題の研究」「定住外国人の人権問題の研究」「女
性の人権問題の研究」「人権教育の理論と方法の研
究」 の５部門で研究を行っており、毎年、当研究セ
ンター研究員の個人研究の成果を公表しています。

創立 10周年記念出版
「散所・声聞師・舞々の研究」
当研究センターでは、1996年から9年間にわたっ
て共同研究として「散所に関する総合的研究」に
取り組んできましたが、その成果をまとめました。

◎定価
8,610 円（税込）

◎定価　1,000 円～
1,575 円（税込）

◎定価
1,890 円（税込）

◎定価　各号
2,500 円（税込）

◎定価
1,890 円（税込）

「京都人権歴史紀行」
京都に残る人権に関わる場所、事柄、そこで生き
た人々の後を訪ね、歴史を振り返るなかで、基本
的人権や自由、平等、平和の大切さと、それを実
現するためにどれほどたくさんの人々の努力が積
み重ねられてきたかを学んでいただけます。



　第二次世界大戦の戦禍の反省に基づいて、1948（昭和23）年12月10日、国際連合の第3回総
会で「世界人権宣言」が採択されました。今年は、その記念すべき年から数えて65周年に当たり
ます。「基本的人権、人間の尊厳及び価値並びに男女の同権についての信念を再確認し、かつ、一
層大きな自由のうちで社会的進歩と生活水準の向上とを促進する」決意を表明し、「すべての人
間は生まれながらにして自由であり、かつ尊厳及び権利について平等である」と謳ったこの宣
言は、今もなおあざやかです。
  この「世界人権宣言」を具体化するため、「国際人権規約」をはじめとするさまざまな人権に関
する条約が定められてきました。また、1994（平成6）年の第49回国際連合総会において「人権
教育のための国連10年」が決議され、その「行動計画」が発表されました。わが国においても、こ
れまで基本的人権の保障を明記した「日本国憲法」の下、様々な人権問題を解決するための施策
の推進や関係諸団体による取り組みが進められてきました。
  こうした施策の進展や人権問題の解決を願う数多くの人々のたゆまぬ努力によって、人権問
題に関する状況は改善の方向に進んできましたが、現在でも、地域紛争や自然破壊、飢餓と貧困
など平和と人権を脅かす事態が続出しています。国内においても、同和問題、女性、子ども、高齢
者、障がいのある人、外国人等をめぐる人権侵害など解決すべき人権問題が数多く残されてお
り、とりわけ、近年、いじめによる自殺や虐待などいのちの尊厳を奪う人権侵害が深刻化してい
ます。
　2011（平成23）年3月11日に発生した東日本大震災では、一瞬にして多くの尊いいのちと平
和な暮らしが失われました。さらに、震災と同時に起きた原子力発電所の事故により、大量の放
射線が漏れ出し、多くの人々が長期にわたる避難を余儀なくされるとともに、環境や地域産業
への深刻な影響が懸念されています。私たちは、被災された多くの方々はもちろん、震災で犠牲
となられた方々も含めたいのちの「絆」を大切にし、この災禍を乗り越えなければなりません。
そして、日本全国、さらには世界の人々と力を合わせて、一人ひとりの尊厳と人権を守るため
に、人と人とがつながり、支え合う社会を築いていかなければなりません。
  「人権の世紀」といわれる21世紀は、「人権文化」を輝かせる時代です。「人権文化」は、「いのち
の尊厳を自覚し、人間が人間の幸せを自然と共に営み、新しい歴史と文化を共に生んでいく、そ
の行動と実り」であり、私たちは、家庭・学校・職場・地域に根ざした「人権文化」を実らせていか
なければなりません。「世界人権宣言」の65周年に当たり、この宣言の精神とその意義を再確認
し、自然と人間、そして人間のすべてが共生し、自由・正義・平和にあふれた社会の実現を共に目
指していきましょう。

　          2013（平成25）年11月3日
 京 都 府 知 事  山　田　啓　二
 京 都 市 長  門　川　大　作
 京都地方法務局長 吉　岡　慶　治
 公益財団法人 世界人権問題研究センター理事長 上　田　正　昭

世界人権宣言６５周年京都アピール

▲境内にある朝鮮半島特有のチャンヌン
　（道祖神）

▲李垠・方子夫妻手植えの杉

もと朝鮮総督や首相など▶
著名人の参拝者の名が　
並んでいる　

▲高麗神社表参道の石柱
（裏面に建立者である南次郎の名が刻まれている）
▲高麗神社表参道の石柱

▲李垠 方子夫妻手植えの杉



1

GLOBE　No. 76  2014  winter　目次

 

歴
史
随
想 

百
済
王
の
二
つ
の
史
脈
（
上
） …
…
…
…
…
…
…
上
田　

正
昭 

2

 

外
部
寄
稿 

青
少
年
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
！

 
 

　
〜
関
係
機
関
と
連
携
し
た
少
年
非
行
防
止
対
策
〜
 …
…
中
川
多
鶴
子 

4

 
国
際
人
権
・
随
想 

ア
ジ
ア
諸
国
と
人
権
（
そ
の
三
六
） 
…
…
…
…
安
藤　

仁
介 

6

 
研
究
第
一
部 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
最
終
段
階
？

 
 

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
変
え
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
権
利
 …
三
輪　

敦
子 

8

 

研
究
第
二
部 

京
の
「
獣
魂
碑
」 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
白
石　

正
明 

10

 

研
究
第
三
部 
「
ヘ
イ
ト・ス
ピ
ー
チ
」と
い
う
用
語
に
つ
い
て
 …
師
岡　

康
子 

12

 

研
究
第
四
部 

女
性
の
人
権
と
「
教
育
」 …
…
…
…
…
…
…
…
…
高
田　

恭
子  

14

 

研
究
第
五
部 

被
差
別
部
落
に
関
す
る

 
 

　

歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
化
を
目
指
し
て

 
 

　
〜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
に
よ
る
文
化
の
保
護・促
進
に
学
ぶ
〜
 …
友
永　

雄
吾 

16

 

研
究
部
の
報
告 

「
京
都
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」参
加
企
画
 …
杉
木　

志
帆 

18

 

事
業
案
内 

２
０
１
３
年
度

 
 

　

講
座
・
人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
て
 
…
…
…
…
…
…
…
… 

21

GLOBE（グローブ）　ラテン語の「球」の意からきた言葉で地球、天体のことです。
■表紙は「スイセン」〈NPO法人日本写道協会会員　笠本眞理氏提供〉

〔連載〕 人権の〝館〟 高
こ

麗
ま

神社とその周辺 仲尾　宏 22



2

桓
武
天
皇
の
生
母
で
あ
っ
た
高
野
新
笠
が
百
済
の
武
寧
王
の
血
脈

に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
は
、
勅
撰
の
史
書
『
続
日
本
紀
』
の
延
暦

八
年
（
七
八
九
）
十
二
月
二
十
八
日
の
条
に
高
野
新
笠
夫
人
が
崩
去

し
た
こ
と
を
記
し
、
明
年
（
延
暦
九
年
）
の
正
月
十
四
日
、
中
納
言

正
三
位
藤
原
小
黒
麻
呂
が
諫
し
ぬ
び
ご
とを
申
し
て
「
天あ
ま
た
か
し
る
ひ
の
こ
ひ
め
み
こ
と

高
知
日
之
子
姫
尊
」

と
い
う
諡
お
く
り
なを
奉
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
そ
し
て
正

月
十
五
日
の
条
に
は
大
枝
山
陵（
京
都
市
西
京
区
大
枝
沓
掛
）に
葬
っ

た
こ
と
を
記
載
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
崩
伝
を
明
記
す
る
。

「
皇
太
后
の
姓
は
和わ
う
じ氏
、諱い
み
な（
実
名
）
は
新
笠
、贈
正
一
位
（
和
）

乙お
と
つ
ぐ継
の
女む
す
めな
り
、
母
は
正
一
位
大
枝
朝
臣
真ま
い
も妹
、
后
の
先
は
百
済

武
寧
王
の
子
純じ
ゅ
ん
だ陁
太
子
よ
り
出
づ
」
と
。
さ
ら
に
「
皇
后
は
容
徳

淑し
ゅ
く
ぼ
う
茂
（
容
姿
も
徳
義
も
す
ぐ
れ
）
に
し
て
、
夙つ
と

に
聲せ
い
よ誉
を
あ
ら
は

す
」
と
批
評
し
、光
仁
天
皇
の
即
位
前
に
夫
人
と
な
り
、「
今
上
（
桓

武
天
皇
）・
早さ
は
ら良
・
能
登
内
親
王
を
生
ん
で
宝
亀
年
中
（
七
七
〇

―
七
八
〇
年
）に
高
野
朝
臣
を
名
乗
り
、桓
武
天
皇
の
即
位
に
よ
っ

て
皇
大
夫
人
と
な
り
、
延
暦
九
年
に
は
皇
太
后
と
尊
称
し
た
」
と

記
述
す
る
。

重
要
な
の
は
つ
ぎ
の
文
で
あ
る
。「
百
済
の
遠
租
都つ

ぼ慕
王
は
河

伯
（
河
の
神
）
の
女
、
日
精
（
太
陽
の
光
）
に
感め

で
て
生
め
る
所

な
り
、
皇
太
后
は
即
ち
そ
の
後
な
り
、
因よ

り
て
諡
を
奉
る
。」

こ
こ
に
い
う
都
慕
王
と
は
、
高
句
麗
の
長
壽
王
が
そ
の
二
年

（
四
一
四
）
に
、中
国
吉
林
省
集
安
に
建
立
し
た
広
開
土
王
碑
（
高

さ
６
．34
メ
ー
ト
ル
）
の
冒
頭
に
刻
す
る
建
国
神
話
の
始
祖
鄒す
う

牟む

王
で
あ
り
、『
後
漢
書
』（
扶
余
伝
）
に
「
東
明
」、『
三
国
志
』（
魏

書
・
高
句
麗
伝
）
に
「
朱
蒙
」、『
三
国
史
記
』（
百
済
本
紀
）
に
「
鄒

牟
」、『
同
』（
新
羅
本
紀
）
に
「
中
牟
」、『
同
』（
高
句
麗
本
紀
）

に
「
東
明
聖
王
」、『
日
本
書
紀
』（
天
智
天
皇
七
年
十
月
の
条
）

に
「
仲
牟
王
」、
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
に
編
集
さ
れ
た
『
新
撰

◆
歴
史
随
想
―
72

百
済
王
の
二
つ
の
史
脈
（
上
）

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

京
都
大
学
名
誉
教
授

上
田　

正
昭
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姓
氏
録
』
で
は
「
鄒
牟
」・「
朱
蒙
」・「
須
牟

王
」・「
都
慕
王
」

な
ど
と
表
記
す
る
始
祖
で
あ
っ
た
。

い
ま
は
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
る
が
、
百
済
と
高
句
麗
の
建
国

神
話
が
共
通
し
て
い
た
こ
と
は
、
新
笠
皇
太
后
の
先
祖
を
高
句
麗

の
始
祖
で
あ
る
都
慕
王
（
鄒
牟
王
）
と
し
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

注
目
し
た
い
。
そ
し
て
、
父
の
和
乙
継
の
系
譜
が
百
済
の
武
寧
王

に
つ
な
が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
新
笠
の
諡
は
百
済
の
建

国
神
話
に
も
と
づ
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
一
九
六
五
年
六
月
に
公
に
し
た
『
帰
化
人
』（
中

公
新
書
）
で
指
摘
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
の
十
二
月
、
翌
年
の
日

韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
関
連
し
て
、「
桓
武
天
皇
の
生
母
が
百
済

の
武
寧
の
子
孫
で
あ
る
と
、『
続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
韓
国
と
の
ゆ
か
り
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、
陛
下
み
ず
か

ら
が
記
者
会
見
で
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

武
寧
王
は
百
済
か
ら
倭
国
へ
仏
教
を
公
伝
し
た
聖
明
王
の
父
で

あ
り
、
一
九
七
一
年
の
七
月
、
韓
国
忠
清
南
道
公
州
で
、
武
寧
王

と
そ
の
王
妃
の
陵
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
、
墓
誌
石
に
よ
っ
て
王
の

諱い
み
なが
「
斯
麻
」
で
あ
り
、
癸
卯
年
（
五
二
三
）
の
五
月
七
日
、

六
十
二
歳
で
な
く
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。『
三
国
史

記
』
の
崩
年
と
一
致
す
る
ば
か
り
で
な
く
、『
日
本
書
紀
』
が
雄

略
天
皇
五
年
六
月
の
条
に
、「
筑
紫
の
各か
か
ら
し
ま

羅
島
（
佐
賀
県
鎮
西
町

加
唐
島
）」
で
生
ま
れ
た
の
で
「
嶋し
ま
き
し君
」
と
名
づ
け
た
と
い
う
伝

え
の
信
憑
性
も
た
か
ま
っ
た
。

『
日
本
書
紀
』
に
引
用
す
る
『
百
済
新
撰
』
で
は
「
琨こ
ん

支き

王
子

の
子
」
と
記
し
、
諱
は
「
斯
麻
王
」
で
や
は
り
「
各
羅
」
の
島
で

生
ま
れ
た
と
す
る
。
も
っ
と
も
『
日
本
書
紀
』
で
は
斯
麻
王
を
琨

支
（
琨
伎
）
王
の
兄
の
蓋か
ぶ
ろ鹵
王
の
児
と
す
る
別
伝
も
載
せ
て
い
る

が
、
武
寧
王
の
実
名
斯
麻
が
加
唐
島
で
誕
生
し
た
こ
と
に
由
来
す

る
こ
と
は
、
古
代
の
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
と
の
深
い
え
に
し
を

物
語
る
好
例
で
あ
る
。

武
寧
王
の
子
の
純
陁
太
子
の
こ
と
は
、『
三
国
史
記
』
ば
か
り

で
な
く
、『
日
本
書
紀
』
の
継
体
天
皇
七
年
八
月
二
十
六
日
の
条

に
も
、「
百
済
の
太
子
淳
陀
（
純
陁
）
薨み
う

せ
ぬ
」
と
み
え
て
い
る
。

高
野
新
笠
に
か
ん
す
る
史
料
と
し
て
は
、
か
つ
て
中
宮
大
夫
で

も
あ
っ
た
和
気
清
麻
呂
が
記
録
し
た
「
和
氏
譜
」
に
そ
の
系
譜
の

伝
承
が
詳
述
さ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
「
和
氏

譜
」
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、『
続
日
本
紀
』
な
ど
で
そ
の
一
端

を
う
か
が
え
る
の
は
幸
い
で
あ
る
。
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◆
京
都
府
の
少
年
非
行
の
現
状

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
私
た
ち
み
ん
な
の
願

い
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
の
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

不
登
校
や
い
じ
め
問
題
の
深
刻
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

伴
う
有
害
情
報
の
氾
濫
等
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
少
年
非

行
問
題
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

京
都
府
に
お
け
る
少
年
非
行
の
現
状
は
、
刑
法
犯
で
検
挙
さ
れ

た
少
年
の
数
自
体
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
24
年
は
１
，

６
８
０
人
で
こ
の
10
年
間
で
半
減
し
て
い
ま
す
が
、
少
年
千
人
当

た
り
の
人
口
比
で
は
、
平
成
24
年
は
11
．8
人
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

５
位
、
再
犯
者
率
は
42
．2
％
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
、
そ
れ
以

前
の
数
年
間
を
遡
っ
て
も
人
口
比
、
再
犯
者
率
と
も
常
に
全
国

ワ
ー
ス
ト
上
位
の
水
準
に
あ
り
、深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

◆
非
行
問
題
を
抱
え
た
青
少
年
の
立
ち
直
り
支
援

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
京
都
府
で
は
平
成
23
年
度
に
学
識

者
を
交
え
た
「
少
年
非
行
問
題
対
策
会
議
」
を
設
置
し
、
非
行
の

要
因
や
効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
そ
の
結
果
を
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
平
成
24
年
４
月
、
非
行
等
の
問
題
を
抱
え
る
少
年
の
立

ち
直
り
を
支
援
す
る
た
め
、
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
内

に
「
立
ち
直
り
支
援
チ
ー
ム
（
愛
称
：
ユ
ー
ス
・
ア
シ
ス
ト
）」

を
設
置
し
、
平
成
25
年
４
月
に
は
中
丹
広
域
振
興
局
福
知
山
総
合

庁
舎
内
に
「
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
開
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ユ
ー
ス
・
ア
シ
ス
ト
で
は
、
学
校
や
警
察
、
児
童
相
談
所
等
の

関
係
機
関
か
ら
支
援
要
請
を
受
け
た
少
年
を
対
象
に
、
一
人
ひ
と

り
に
適
し
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る「
寄
り
添
い
型
支
援
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
し
た
ケ
ー
ス
会
議
等
を

通
じ
て
非
行
の
背
景
や
要
因
を
分
析
し
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
き
、支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
継
続
的
に
関
わ
り
な
が
ら
、

進
学
や
復
学
の
た
め
の
学
習
支
援
や
就
労
に
向
け
て
の
職
場
体
験

な
ど
、
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
少
年
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
家
庭
裁
判
所
と
の
連
携
に
よ
る
「
家
庭
裁
判
所
係
属
中
少

年
へ
の
支
援
」
で
は
、
非
行
が
比
較
的
軽
微
又
は
試
験
観
察
中
の

少
年
を
対
象
に
、
地
域
で
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
貢

献
活
動
に
参
加
し
た
り
、
地
域
住
民
と
の
対
話
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
し
、
感
謝
さ
れ
た
り
人
の
役
に

立
つ
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
達
成
感
や
自
己
肯
定
感
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
の
芽
生
え
な
ど
、
意
識
改
善
を
図
る
こ
と

  
青
少
年
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
！

   　

〜
関
係
機
関
と
連
携
し
た
少
年
非
行
防
止
対
策
〜

京
都
府
府
民
生
活
部
青
少
年
課

少
年
非
行
防
止
対
策
担
当
課
長

　
　

中
川　

多
鶴
子
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で
再
非
行
防
止
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

◆
最
初
か
ら
「
非
行
少
年
」
と
呼
ば
れ
る
子
は
い
な
い

非
行
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭
内
で
十
分
な
愛
情
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
基
礎
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

不
足
に
よ
り
学
校
に
適
応
で
き
な
い
、
ま
た
発
達
的
な
課
題
が
あ

る
こ
と
を
十
分
理
解
さ
れ
ず
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
決
し
て
最
初
か
ら「
非
行
少
年
」

と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
が
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
心

が
傷
つ
き
、
苛
立
ち
や
怒
り
、
悲
し
み
や
寂
し
さ
と
い
っ
た
感
情

が
非
行
や
問
題
行
動
と
い
う
形
で
表
れ
る
の
で
す
。

ユ
ー
ス
・
ア
シ
ス
ト
で
は
、
な
ぜ
そ
う
い
う
行
動
を
と
っ
た
の

か
、
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
を
見
極
め
、
単
に
表
出
し
て
い
る

行
動
だ
け
を
押
さ
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
子
に
と
っ
て
一
番
必

要
な
支
援
は
何
か
を
考
え
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
出
す
サ
イ
ン
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
気
持
ち
に
寄
り

添
い
な
が
ら
根
気
強
く
関
わ
り
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
地
域
の
中
に
子
ど
も
た
ち
の
「
居
場
所
」
を

地
域
の
絆
や
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
た
と
言
わ
れ
て
久
し
く
、

か
つ
て
の
よ
う
に
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
し
、
ご
近
所
の
お
じ

さ
ん
、
お
ば
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
る
光
景
を
見

る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
庭
や
学
校
に
居
場

所
を
見
い
だ
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
気
持
ち
を
素
直
に

出
せ
た
り
存
在
を
認
め
ら
れ
る
、ま
た
助
け
を
求
め
て
い
け
る「
居

場
所
」
が
ど
こ
か
に
必
要
で
す
。

私
た
ち
は
立
ち
直
り
支
援
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
応
援
し
、「
心
の
居
場
所
」
と
な
る
べ
く
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
居
場
所
が
身
近
な
生
活
の
場
で
あ
る
地
域
の
中

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
後
と
も
関
係
機
関
と
一

層
連
携
し
な
が
ら
、こ
う
し
た
地
域
で
の
取
組
へ
の
支
援
も
含
め
、

一
人
で
も
多
く
の
青
少
年
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
未
来
に
向
か
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
が
日
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
す
で
に
一
九
八
二

年
に
自
由
権
規
約
の
当
事
国
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く

次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
ソ
連
（
現
在
の
ロ
シ
ア
）
の
働
き
か
け
で
す
。
ソ
連

は
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
資

本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
世
界
同
時
革
命
な
ど
と
喧
伝
し
た

た
め
、
英
仏
を
は
じ
め
と
す
る
既
存
国
家
の
政
府
か
ら
警
戒
さ

れ
、
大
国
で
あ
り
な
が
ら
国
際
連
盟
へ
の
参
加
が
な
か
な
か
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
加
が
実
現
し
た
の
は
、
米
国
（
米
国
自

身
は
国
際
連
盟
に
不
参
加
）
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
政
権
承
認
後
の

一
九
三
四
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
わ
ず
か
五
年
後
に

は
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
侵
攻
に
備
え
て
基
地
貸
与
を
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
に
迫
っ
た
と
こ
ろ
断
ら
れ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
武
力
攻
撃
し
た

こ
と
が
連
盟
規
約
に
違
反
す
る
と
し
て
連
盟
を
除
名
さ
れ
る
と
い

う
、
汚
名
を
残
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
ソ
連
は
、
国
際
機
構
に
お
け

る
少
数
者
の
悲
哀
を
味
わ
っ
た
わ
け
で
、
実
は
そ
れ
が
国
際
連
合

に
参
加
す
る
条
件
と
し
て
ソ
連
が
安
全
保
障
理
事
会
に
お
け
る

「
拒
否
権
」
に
固
執
す
る
原
因
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
も
あ
っ

て
ソ
連
は
自
由
権
規
約
に
社
会
主
義
諸
国
が
参
加
す
る
よ
う
強
く

働
き
か
け
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
も
か
く
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
は
早
く
か
ら
自
由
権
規
約
の
当
事
国

と
な
り
、
一
九
九
〇
年
に
は
第
一
回
の
、
二
〇
〇
二
年
に
は
第
二

回
の
、
そ
れ
ぞ
れ
国
家
報
告
審
査
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
両
回

と
も
報
告
の
提
出
は
か
な
り
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
二
〇
〇
四
年
に

予
定
さ
れ
た
第
三
回
報
告
も
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
新
し
い
国
連
人
権
理
事
会
が
実
施
し
て
い
る
普
遍
的
定
期
審

査
（
Ｕ
Ｐ
Ｒ
）
用
に
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
政
府
が
提
出
し
た
二
〇
〇
九

年
の
報
告
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
以
下
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
の
人
権
状

況
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
ま
ず
問
題
と
な
る
の

は
、
司
法
の
独
立
で
す
。
司
法
シ
ス
テ
ム
が
活
発
に
機
能
し
な
い

シ
リ
ー
ズ　

国
際
人
権
・
随
想
44

ア
ジ
ア
諸
国
と
人
権
（
そ
の
三
六
）

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

京
都
大
学
名
誉
教
授

　
　

安
藤　

仁
介
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理
由
と
し
て
は
、
有
能
な
法
律
家
を
育
て
る
制
度
の
欠
如
や
司
法

に
関
す
る
財
政
支
出
の
不
足
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

司
法
に
対
す
る
政
治
の
優
位
、
と
く
に
最
高
人
民
法
院
が
政
府
の

影
響
か
ら
独
立
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
法
律
の
解
釈
に
つ
い
て

司
法
府
が
国
民
議
会
常
設
委
員
会
の
見
解
を
求
め
か
つ
そ
れ
に
拘

束
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
の
国
名
は

「
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
」
で
あ
り
、政
治
的
に
は
ヴ
ィ

エ
ト
ナ
ム
共
産
党
の
一
党
独
裁
体
制
で
あ
っ
て
、
他
の
政
党
を
認

め
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
集
会
・
結
社
の
自
由
は
大
幅
に
制

約
さ
れ
、
政
府
や
政
策
を
批
判
す
る
団
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
活
動

は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
八
六
年
の
第
六
回
党
大
会

で
、
社
会
主
義
に
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た
「
ド
イ
モ

イ
」（
刷
新
）
政
策
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
経
済
活

動
の
自
由
化
は
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
場
合
に
も
政
府
の
政
策

が
優
先
し
て
、
議
会
は
そ
れ
に
協
賛
せ
ざ
る
を
得
ず
、
司
法
府
が

そ
れ
を
独
自
の
立
場
か
ら
批
判
し
え
な
い
点
は
、
他
の
社
会
主
義

独
裁
政
権
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
集
会
・
結
社
の
自
由
を
含
む
「
表
現
の
自
由
」
の
実

態
が
問
題
で
す
。
上
に
触
れ
た
二
〇
〇
九
年
の
報
告
は
「
す
べ
て

の
人
び
と
の
言
論
、
新
聞
、
表
現
、
情
報
の
自
由
を
保
障
す
る
こ

と
は
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
の
変
わ
ら
な
い
政
策
で
あ
る
。
ヴ
ィ
エ
ト
ナ

ム
の
憲
法
、
新
聞
法
、
反
腐
敗
法
、
苦
情
・
非
難
法
、（
そ
し
て

予
定
さ
れ
て
い
る
情
報
ア
ク
セ
ス
法
）
な
ど
な
ど
は
国
際
的
な
法

や
実
行
に
即
し
た
新
聞
お
よ
び
表
現
の
自
由
を
明
確
に
定
め
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
の
新
聞
は

社
会
的
・
集
団
的
諸
組
織
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
り
、
社
会
と
人
び

と
の
利
益
を
守
る
道
具
で
あ
る
。
新
聞
は
ま
た
、
政
策
や
法
の
実

施
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
重
要
な
力
で
も
あ
る
。
す
べ
て
の
市
民
は
あ

ら
ゆ
る
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
問
題
に
つ
い
て
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
か
れ
ら
の
願
望
や
意
見
や
コ
メ
ン
ト
を
表
明
す
る
権

利
を
持
っ
て
い
る
。・・・・
実
際
、
新
聞
は
国
家
か
ら
か
な
り
独
立

し
て
い
る
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
報
告
は
、
多
く
の
ビ

ジ
ネ
ス
集
団
は
各
自
の
メ
デ
ィ
ア
を
持
っ
て
活
動
す
る
許
可
を
与

え
ら
れ
て
お
り
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
総
人
口
の
二
一
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
ブ
ロ
グ
の

活
用
も
奨
励
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
国
家
が
「
国

家
の
安
全
保
障
、
道
徳
的
価
値
、
伝
統
や
慣
習
を
保
護
し
、
子
供

を
有
害
な
影
響
か
ら
守
る
た
め
に
」
必
要
な
規
制
を
設
け
る
、
と

も
指
摘
し
て
い
る
の
で
す
。
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大
手
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
だ
け
に
接
し
て
い
る
と
、
す
っ
か
り
既

定
路
線
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
す
が
、

そ
の
内
容
を
詳
し
く
理
解
し
て
い
る
人
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
で
し
ょ

う
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
「
交
渉
内
容
を
公
表
し
な
い
」
こ
と
が
交

渉
参
加
の
条
件
に
な
っ
て
い
て
、
加
え
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

広
報
官
が
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
交
渉
内
容
は
協

定
発
効
後
４
年
間
秘
匿
さ
れ
る
」
と
い
う
合
意
が
あ
り
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
に
民
主
党
政
権
が
唐
突
に
交
渉
参
加
を
表
明
し
て
以

来
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
」
を
掲
げ
て
選
挙
を
戦
っ
た
は
ず
の
政

党
も
、政
権
復
帰
後
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
へ
と
路
線
を
変
え
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
政
府
は
「
十
分
な
国
民
的
議
論
を
経
た
上
で
結
論
を

出
す
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
前
述
の
条
件
を
考
え
る
と
、
そ
も
そ

も
そ
の
よ
う
な
事
は
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
は
、元
々
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
リ
、
ブ
ル
ネ
イ
の
４
ヵ
国
が

二
〇
〇
六
年
に
つ
く
っ
た
協
定
で
し
た
。
比
較
的
、
規
模
が
小
さ

な
国
が
集
ま
り
貿
易
自
由
化
に
向
け
協
力
す
る
た
め
の
協
定
だ
っ

た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
、
そ
の
姿
を
変
え
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
二
〇
〇
八
年
に
ア
メ
リ
カ
が
交
渉
参
加
を
表
明
し
て
か
ら
で

す
。
二
〇
一
三
年
11
月
現
在
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
は
日
本
を
含
む

12
ヵ
国
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

農
水
省
の
試
算
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
入
れ
ば
食
糧
自
給
率
は
40
％

か
ら
13
％
に
低
下
し
ま
す
。
関
税
撤
廃
に
よ
っ
て
輸
入
食
品
が
さ

ら
に
増
加
す
る
こ
と
に
よ
る
農
業
の
荒
廃
や
、
食
糧
を
輸
出
す
る

「
途
上
国
」
に
お
け
る
食
糧
供
給
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

さ
ら
に
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
の
は

サ
ー
ビ
ス
、
政
府
調
達
等
に
お
け
る
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
要
求
で

す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
教
授
の
ジ
ェ
ー

ン
・
ケ
ル
シ
ー
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
「
異
常
な
契
約
（N

o O
rdinary 

D
eal

）」
と
表
現
し
、「
参
加
国
の
国
内
政
策
を
改
変
す
る
こ
と
」

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
目
的
と
論
じ
て
い
ま
す
。
内
容
を
良
く
知
ら
ず
に
乗

り
込
む
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
バ
ス
は
あ
ま
り
に
も
危
険
で
す
。

「
参
加
国
の
国
内
政
策
を
改
変
し
」、
結
果
的
に
私
た
ち
の
生
活

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」の
最
終
段
階
？

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
変
え
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
権
利

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

龍
谷
大
学
客
員
研
究
員

　
　

三
輪　

敦
子
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を
根
底
か
ら
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
取
り
決

め
に
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
（
ま
た
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｓ
条
項
、Investor State D

ispute Settlem
ent

）
は
、
投
資
家
が

投
資
先
の
政
府
を
訴
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
制
度
で
す
。
北
米

自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
は
既
に
同
条
項
が
存
在
し
ま

す
が
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
芝
の
除
草
剤
の
販
売
と
使
用
を
禁
止
し
た

ケ
ベ
ッ
ク
州
政
府
に
対
し
、
除
草
剤
を
販
売
す
る
ア
メ
リ
カ
の
化

学
会
社
が
損
害
賠
償
の
訴
え
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。「
予
防
原
則
」

を
理
由
に
し
た
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
販
売
禁
止
に
は
科
学
的
根
拠
が
な

い
と
い
う
の
が
理
由
で
す
が
、
も
し
こ
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
た
な

ら
、
市
民
の
健
康
や
生
命
を
守
る
た
め
に
政
府
が
と
る
措
置
よ
り

も
企
業
の
利
益
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
、
国
民
健
康
保
険
や
共
済
保
険

に
よ
る
公
的
医
療
保
険
制
度
は
、
民
間
の
保
険
会
社
が
市
場
に
参

入
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
「
非
関
税
障
壁
」
で
あ
る
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｄ

条
項
を
使
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
保
険
会
社
か
ら
訴
え
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば
、
私
た
ち
が
享
受
し
て
き
た
国
民
皆
保

険
制
度
は
崩
壊
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
と
日

本
が
共
同
で
提
案
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
知
的
財
産
権
保
護
規

定
は
、
製
薬
企
業
の
特
許
権
強
化
と
利
益
保
護
に
つ
な
が
り
、
結

果
と
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
の
流
通
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
エ
イ
ズ
が
世
界
の
人
々
に
と
っ
て
制
御
可
能
な

感
染
症
に
な
っ
た
背
景
に
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
の
普
及
が
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、「
途
上
国
」
を
中
心
と
す
る
経
済
的
弱
者
の

健
康
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
保
険
制
度
と
医
療
の
問
題
点
を
描
い
た
マ
イ
ケ

ル
・
ム
ー
ア
監
督
の
映
画
「
シ
ッ
コ
」
に
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

理
由
を
つ
け
て
保
険
加
入
者
か
ら
の
支
払
申
請
を
却
下
し
、
そ
の

「
業
績
」
で
高
収
入
を
得
て
い
た
こ
と
を
涙
な
が
ら
に
悔
い
る
弁

護
士
や
、入
院
費
用
が
払
え
な
い
患
者
を
タ
ク
シ
ー
に
乗
せ
、ホ
ー

ム
レ
ス
の
方
た
ち
用
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の
前
に
置
き
去
り
に
す
る
病

院
な
ど
驚
愕
の
場
面
が
登
場
し
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
後
の
日
本
の
姿
で

な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

N
othing A

bout U
s W

ithout U
s

（
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ

と
を
決
め
る
な
）
は
障
害
者
等
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
を
保
障

す
る
た
め
の
運
動
の
な
か
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
時
代
に
は
私
た
ち
す
べ
て
に
関
わ
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
装
い
を
ま
と
っ

た
「
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
」
の
下
で
、
自
分
た
ち
に
影
響
を
及
ぼ
す
意

思
決
定
に
主
体
的
に
関
わ
る
と
い
う
市
民
と
し
て
の
大
切
な
権
利

が
、
国
境
を
越
え
た
経
済
活
動
の
「
自
由
」
に
切
り
崩
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
知
ら
な
い
う
ち
に
、
私
た
ち
の
健
康
や
地

域
の
豊
か
さ
が
失
わ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
私
た
ち
一
人
一
人

の
自
覚
、
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と
責
任
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
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京
都
で
人
権
ゆ
か
り
の
史
跡
と
し
て
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な

い
の
が
、
嵐
山
に
あ
る
「
獣
魂
碑
」
で
あ
る
。
こ
の
石
碑
が
ど
の

よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
建
て
ら
れ
た
の
か
を
関
係
者
に
問
い
合

わ
せ
て
も
、
今
で
は
人
び
と
の
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
こ
の
碑
を
め
ぐ
る
経
緯
と
、
そ
の
碑
に
記
し
た
食

肉
文
化
に
か
か
わ
っ
た
人
び
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

京
の
「
獣
魂
碑
」
は
、
洛
西
嵯
峨
地
域
に
あ
る
。
そ
の
景
勝
地

の
中
で
法
輪
寺
は
、
知
恵
と
福
徳
を
授
か
る
よ
う
本
尊
・
虚
空
蔵

菩
薩
（
虚
空
蔵
さ
ん
）
に
祈
願
す
る
「
十
三
詣
り
」
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
渡
月
橋
に
近
い
嵯
峨
街
道
筋
に
面
し
た
同
寺
域
の
轟

橋
の
す
ぐ
脇
に
、
高
さ
約
１
・
６
ｍ
の
台
座
の
上
に
石
碑
が
あ
る
。

馬
淵
鋭
太
郎
京
都
市
長
が
揮
亳
し
た
高
さ
４
・
２
ｍ
、
幅
最
大
値

で
２
・
２
ｍ
の
自
然
石
の
正
面
上
に「
獣
魂
碑
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。

裏
面
に
「
大
正
十
二
癸
亥
歳
四
月
建
之
」
と
あ
る
。
そ
の
台
座
の

脇
に
は
、
１
４
７
に
及
ぶ
寄
付
者
と
建
設
委
員
ら
の
氏
名
を
銅
版

に
嵌
入
さ
れ
た
高
さ
２
・
７
ｍ
、
幅
１
・
１
ｍ
の
副
碑
が
建
っ
て
い

る
。
こ
の
建
立
の
経
過
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

１
９
２
２
年
７
月
、
京
都
獣
肉
商
組
合
（
現
・
京
都
市
食
肉
協

同
組
合
）
と
屠
畜
場
関
係
者
ら
の
都
地
久
会
が
、
総
額
６
０
０
０

円
で
「
屠
ら
れ
た
牛
の
為
に
獣
碑
を
建
設
す
る
」
と
の
趣
旨
で
発

起
し
た
。
こ
の
呼
び
か
け
に
京
都
府
内
６
郡
（
葛
野
・
愛
宕
・
紀

伊
・
宇
治
・
相
楽
・
綴
喜
）
の
牛
馬
商
組
合
、
山
城
搾
乳
畜
産
組
合
、

京
都
牛
乳
商
同
業
組
合
、
京
都
常
設
家
畜
市
場
、
京
都
牛
馬
車
同

業
会
連
合
会
、
梅
小
路
駅
牛
馬
愛
護
会
ら
が
後
援
、
京
都
市
長
、

市
衛
生
課
長
、
屠
場
長
、
市
会
議
員
、
府
技
師
、
堀
川
署
長
ら
行

政
関
係
者
も
協
賛
者
に
名
を
列
ね
た
（『
京
都
日
日
新
聞
』
大
正

11
・
７
・
29
夕
刊
）。

当
初
は
、
１
９
２
２
年
10
月
中
に
西
九
条
の
京
都
市
立
屠
畜
場

内
に
建
設
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
市
の
参
事
会
で
不
許
可
（
理
由

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

　
　

白
石　

正
明

京
の「
獣
魂
碑
」
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は
不
明
）
と
な
り
、
１
９
２
３
年
３
月
法
輪
寺
の
藤
本
賢
祐
住
職

が
虚
空
蔵
菩
薩
が
家
畜
愛
護
尊
で
あ
る
と
の
関
係
か
ら
太
秦
警
察

署
に
、寺
内
に
碑
建
立
の
許
可
を
申
し
出
、や
っ
と
許
可
さ
れ
「
獣

魂
碑
」
を
建
設
す
る
運
び
と
な
っ
た
（『
京
都
日
日
新
聞
』
大
正

12
・
３
・
28
夕
刊
）。
そ
し
て
１
９
２
４
年
５
月
４
日
、
碑
前
で

建
碑
式
と
、
獣
魂
祭
が
取
り
行
な
わ
れ
た
。

建
碑
式
で
は
、「
夷
川
野
口
」
の
野
口
力
松
建
設
委
員
が
開
会

の
辞
を
述
べ
、
次
い
で
「
夷
川
森
田
」
の
森
田
益
三
郎
委
員
長
が

式
辞
、
そ
し
て
除
幕
が
取
り
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
僧
侶
ら
の
読

経
、
山
内
五
郎
太
夫
屠
場
長
の
祝
辞
ら
が
あ
っ
て
散
会
し
た
と
い

う
（『
京
都
日
出
新
聞
』
大
正
13
・
５
・
４
夕
刊
）。
そ
の
式
典
へ

の
寄
付
者
に
は
、
千
本
米
久
・
松
原
大
橋

ら
牛
肉
料
理
業
・
食

肉
小
売
業
者
ら
碑
建
立
協
賛
者
は
も
ち
ろ
ん
、
京
都
で
す
き
焼
き

店
と
し
て
有
名
な
三
嶋
亭
や
「
猪
熊
森
田
」
の
盛
牛
社
（
モ
リ
タ

屋
の
前
身
）、
ま
た
西
洋
料
理
店
と
し
て
名
を
な
し
た
萬
養
軒
、

菊
水
館
ら
の
店
々
も
、
名
を
連
ね
た
。
そ
の
他
現
在
も
高
野
で
牛

乳
商
を
営
む
か
つ
て
の
稲
尾
（
亀
次
郎
）
牧
場
や
西
洋
菓
子
舗
を

寺
町
二
条
に
創
業
し
た
村
上
開
新
堂
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
者
も

寄
付
を
行
な
い
、
獣
魂
祭
を
盛
り
上
げ
た
。

そ
し
て
、
今
日
で
も
こ
の
石
碑
の
前
で
、「
十
三
詣
り
」
で
賑

う
毎
年
４
月
の
第
１
水
曜
日
の
朝
、
京
都
市
食
肉
協
同
組
合
の
関

係
者
に
よ
っ
て
「
営
業
の
た
め
に
生
命
を
捧
げ
て
く
れ
た
動
物
の

霊
を
弔
い
感
謝
す
る
」
目
的
で
、
獣
畜
を
供
養
す
る
法
要
が
営
ま

れ
て
い
る
。
時
と
共
に
記
憶
は
薄
れ
る
が
、
碑
建
立
に
込
め
た
思

い
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
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ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
言
葉
が
、
今
年
の
流
行
語
大
賞
の

ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
っ
た
。
排
外
主
義
デ
モ
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い

た
２
０
１
１
年
７
月
、
東
京
で
日
本
に
も
人
種
差
別
禁
止
法
が
必

要
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
と
き
に
、
差
別
的
表
現
自
体
は
昔
か

ら
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う

用
語
の
よ
う
に
、
外
来
語
好
き
、
新
語
好
き
の
日
本
で
、
ヘ
イ
ト
・

ス
ピ
ー
チ
と
い
う
用
語
が
広
が
り
、
社
会
問
題
化
す
る
こ
と
を
願

う
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
実
際
に
こ
れ
ほ
ど
広
が
る
と
は

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
用
語
は
１
９
８
９
年
の

流
行
語
大
賞
金
賞
を
と
っ
た
ほ
ど
で
、
テ
レ
ビ
で
も
盛
ん
に
何
が

セ
ク
ハ
ラ
か
と
議
論
さ
れ
て
社
会
問
題
化
し
、
97
年
、
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
の
改
正
で
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
条
項

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
法
規
制
に
伴
い
、「
そ
れ
、セ
ク
ハ
ラ
だ
よ
」

と
の
会
話
は
職
場
や
大
学
で
日
常
的
に
な
り
、
そ
れ
が
違
法
も
し

く
は
社
会
的
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
の
意
識
は
急
速
に
広

が
っ
た
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
用
語
も
社
会
化
し
た
が
、「
憎
悪

表
現
」
と
直
訳
さ
れ
た
せ
い
も
あ
り
、
未
だ
そ
の
意
味
が
正
確
に

理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
混
乱
し
て
い
る
。
こ
の
混
乱
は
、
ヘ
イ
ト
・

ス
ピ
ー
チ
の
法
規
制
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
マ
イ
ナ
ス
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
例
え
ば
、「
人
種
差
別
撤
廃
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
代

表
世
話
人
・
武
者
小
路
公
秀
）
が
２
０
１
３
年
５
月
末
か
ら
６
月

に
か
け
て
全
国
会
議
員
に
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
法
規
制
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
際
に
、
回
答
を
寄
せ
た
国
会
議

員
の
中
で
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
規
制
す
る
と
デ
モ
に
お
け
る

す
べ
て
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
規
制
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
と

危
惧
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

一
部
の
週
刊
誌
は
あ
え
て
誤
用
し
、
混
乱
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
る
。
例
え
ば
、
週
刊
新
潮
２
０
１
３

年
10
月
24
日
号
の
見
出
し
は
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ　

立
ち
小
便　

ゴ
ミ
袋
投
棄　

教
師
の
矜
持
も
捨
て
る
『
沖
縄
米
軍
基
地
』
反
対

運
動
」
で
あ
る
。
沖
縄
の
基
地
に
反
対
す
る
人
た
ち
が
、
米
軍
関

係
者
に
対
し
、「
ヤ
ン
キ
ー
・
ゴ
ー
ホ
ー
ム
」
な
ど
を
叫
ぶ
の
を

    
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
」と
い
う

　
　
　
　
　
　
　

   

用
語
に
つ
い
て

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究

セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員

　
　

師
岡　

康
子
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ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
だ
と
非
難
し
て
い
る
。

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
国
際
人
権
法
上
の

確
定
し
た
定
義
は
な
い
が
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
４
条
と
自
由

権
規
約
第
20
条
２
項
が
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
法
規
制
を
求
め
る

条
項
で
あ
る
こ
と
は
国
際
社
会
に
お
け
る
共
通
の
認
識
と
な
っ

て
い
る
。
後
者
は
締
約
国
に
「
差
別
、
敵
意
又
は
暴
力
の
煽
動
と

な
る
国
民
的
、
人
種
的
又
は
宗
教
的
憎
悪
の
唱
道
」
を
法
律
で
禁

止
す
る
義
務
を
定
め
る
。
２
０
１
３
年
９
月
に
公
表
さ
れ
た
国
連

人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
の
一
般
的
勧
告
35
「
人
種
主
義
的
ヘ
イ

ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
」
で
は
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
、
先
住

民
族
、
世
系
に
基
づ
く
集
団
並
び
に
移
住
者
や
外
国
籍
者
な
ど
の

同
条
約
第
１
条
で
定
義
さ
れ
て
い
る
人
種
、
皮
膚
の
色
、
世
系
又

は
国
民
的
・
民
族
的
出
身
に
基
づ
く
差
別
と
し
て
の
、
特
定
の
人

種
ま
た
は
民
族
的
集
団
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
用
語
は
、
１
９
８
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た
。
同

国
で
は
１
９
８
０
年
代
前
半
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
ア
フ

リ
カ
系
の
人
々
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
差
別
に
基
づ
く

殺
人
事
件
が
頻
発
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
当
事
者
ら
を
中
心
に
活

発
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
85
年
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
ヤ
ー
ズ
、

バ
ー
バ
ラ
・
ケ
ネ
リ
ー
及
び
マ
リ
オ
・
ビ
ア
ギ
の
３
人
の
連
邦
下

院
議
員
に
よ
っ
て
、
ヘ
イ
ト
・
ク
ラ
イ
ム
の
調
査
を
国
に
義
務
付

け
る
「
ヘ
イ
ト
・
ク
ラ
イ
ム
統
計
法
案
」
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ

が
「
ヘ
イ
ト
・
ク
ラ
イ
ム
」
と
い
う
用
語
の
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ

て
い
る
。
同
時
期
に
、
大
学
へ
の
非
白
人
及
び
女
性
の
進
出
に
反

発
す
る
差
別
事
件
が
頻
発
し
た
こ
と
に
対
し
、
当
事
者
や
研
究
者

を
中
心
に
、
差
別
的
表
現
の
是
正
・
禁
止
な
ど
差
別
撤
廃
に
取
り

組
む
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
スpolitical correctness 

運

動
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
多
く
の
大
学
が
、
差

別
的
表
現
を
含
む
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
全
般
を
規
制
す
る
規
則
を

採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
規
則
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る

論
争
が
社
会
問
題
化
し
、「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
」
と
い
う
言
葉

も
広
が
っ
た
。「
ヘ
イ
ト
」は
憎
悪
一
般
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
否
定
的
感
情
を
指

す
。
ヘ
イ
ト
・
ク
ラ
イ
ム
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
も
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
対
す
る
差
別
的
動
機
に
基
づ
く
攻
撃
で
あ
り
、
有
形
力
の

行
使
を
伴
わ
な
い
も
の
を
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
国
際
人
権
基
準
及
び
言
葉
の
形
成
さ
れ
た
経
緯

か
ら
考
え
れ
ば
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
、
一
言
で
い
え
ば
、「
差

別
の
煽
動（
表
現
）」と
意
訳
し
た
方
が
、誤
解
の
余
地
が
少
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。

報
道
機
関
で
も
、
こ
こ
１
、２
か
月
で
、「
憎
悪
表
現
」
で
は
な

く
、「
差
別
的
な
表
現
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
も
の
も
出
て
き
て

お
り
、
社
会
的
な
理
解
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
単
な
る
流
行
語
、

話
題
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
よ
う
に
、
具
体
的
な
法
規
制
に
確
実
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
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「
教
育
こ
そ
が
唯
一
の
解
決
で
す
。
教
育
が
最
優
先
。」
こ
の
言

葉
は
、
16
歳
の
少
女
、
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
国
連
本
部
で
２
０
１
３
年
７
月
12
日
に
行
っ
た
演
説
の
締
め
く

く
り
で
す
。
マ
ラ
ラ
さ
ん
は
、
自
国
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
、
女
子
が

教
育
を
受
け
る
権
利
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
を
通
じ
て
実

名
で
訴
え
て
い
ま
し
た
。
世
界
中
か
ら
多
く
の
賛
同
を
え
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
反
発
し
た
反
政
府
武
装
勢
力
で
あ
る
テ
ロ
リ
ス
ト
の

銃
撃
を
受
け
て
深
刻
な
傷
を
負
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス

で
治
療
を
受
け
て
奇
跡
的
な
回
復
を
果
た
し
、
銃
撃
に
は
屈
し
な

い
と
、
こ
の
国
連
で
の
演
説
を
実
現
し
ま
し
た
。
テ
ロ
活
動
や
貧

困
の
も
と
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
権
侵
害
へ
の
唯
一
の
解
決
策
、

そ
れ
は
「
教
育
」
だ
と
し
て
、
ペ
ン
と
本
を
武
器
に
し
よ
う
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。

義
務
教
育
が
他
国
に
比
べ
て
行
き
届
い
て
い
る
日
本
で
す
が
、

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
が
発
表
し
た
２
０
１
３
年

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
に
よ
る
と
、
男
女
地
位
格
差

を
示
す
そ
の
順
位
は
、
調
査
対
象
１
３
６
カ
国
の
中
で
１
０
５
位

と
な
り
、
３
年
連
続
で
そ
の
順
位
を
下
げ
、
同
指
数
の
発
表
が
開

始
さ
れ
た
２
０
０
６
年
以
降
最
低
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
に
お
け

る
女
性
の
政
治
参
加
、管
理
職
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
進
出
の
「
低

さ
」
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
着
目
す

る
と
、
女
性
の
就
労
率
は
上
が
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
就
労
者
の

平
均
収
入
は
男
性
の
そ
れ
と
比
べ
て
と
て
も
低
く
、
年
齢
と
と
も

に
そ
の
格
差
は
大
き
く
な
り
30
代
に
は
２
倍
も
の
開
き
と
な
り
ま

す
。
経
済
的
状
況
を
世
帯
単
位
で
見
る
と
、「
貧
困
」
で
最
も
苦

し
ん
で
い
る
世
帯
は
母
子
の
ひ
と
り
親
家
庭
で
す
。
そ
の
母
の
平

均
年
間
収
入
は
２
２
３
万
円
し
か
な
く
、
就
労
収
入
は
１
８
１
万

円
で
、
父
子
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
約
二
分
の
一
で
す
（
平
成
23
年

度
全
国
母
子
世
帯
調
査
）。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
問
題
を
反
映
す

る
「
貧
困
問
題
へ
の
対
応
」
は
、
男
女
の
不
平
等
を
是
正
す
る
総

合
的
社
会
問
題
の
解
決
へ
の
一
つ
と
も
な
る
は
ず
で
す
。

さ
て
、「
貧
困
」
問
題
は
社
会
的
排
除
や
そ
の
他
の
複
合
的
な

　
　

女
性
の
人
権
と「
教
育
」

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

大
阪
工
業
大
学
知
的
財
産
学
部
准
教
授

　
　

高
田　

恭
子
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社
会
問
題
を
含
む
と
し
て
、将
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
の「
貧

困
」
に
対
し
て
徹
底
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
た
イ
ギ
リ
ス
の

ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
。
労
働
党
政
権
は
１
９
９
７
年
か

ら
２
０
１
０
年
ま
で
継
続
し
ま
し
た
が
、
ブ
レ
ア
氏
は
、

１
９
９
６
年
の
党
大
会
で
、「
私
に
政
府
に
お
け
る
優
先
項
目
を

三
つ
あ
げ
る
よ
う
訪
ね
ら
れ
た
ら
こ
う
答
え
る
。
教
育
、
教
育
、

教
育
だ
。」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
貧
困
政
策
と
し
て
、

深
刻
な
貧
困
世
帯
で
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
政
策
、す
わ
な
ち
、

そ
の
「
母
親
」
へ
の
重
点
政
策
が
数
多
く
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
加

え
て
、
そ
の
政
策
の
中
心
は
、
大
胆
な
「
教
育
改
革
」
で
し
た
。

賛
否
両
論
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
の
は
事
実
で
す
が
、
実
際
に
、
子
ど

も
の
貧
困
は
政
策
開
始
時
に
比
べ
て
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

「
教
育
」
は
、
人
権
問
題
を
将
来
に
向
け
て
根
本
的
に
改
善
す

る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
す
。
女
性
の
人
権
に
着
目
す
る
と
、
歴

史
的
に
男
性
中
心
の
社
会
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
台
湾
で
は
、
女
性

運
動
を
大
き
な
原
動
力
と
し
て
、
２
０
０
４
年
に
は
「
男
女
平
等

教
育
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
学
校
教
育

に
お
け
る
「
男
女
平
等
教
育
」
の
た
め
の
環
境
整
備
や
学
校
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
平
等
教
育
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
台
湾
国
立
政
治
大
学
教
授
で
法
律
を
専
門
に
す
る
陳
恵
馨
さ

ん
は
、
こ
の
法
律
制
定
を
支
え
た
中
心
人
物
で
す
。「
社
会
で
男

女
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
は
教
育
が
と
て
も
大
切
で
、
本
当
に

社
会
が
変
わ
る
た
め
に
は
戦
略
が
大
切
よ
。」
と
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

に
ほ
ほ
え
み
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
す
。
そ

の
教
育
を
担
当
す
る
者
の
確
保
や
、
そ
の
質
の
維
持
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
現
在
、
台
湾
で
は
、
高
官
、
役
職
に

女
性
が
多
く
在
職
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
２
０
１
３
年
11
月
現
在
、
道
徳
教
育
を
特
定
の
教

科
に
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
の
方
針
を
知
る
参

考
資
料
に
、
２
０
０
２
年
に
文
科
省
が
全
国
に
配
布
し
た
「
心
の

ノ
ー
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
社
会
や
他
者
へ

の
配
慮
ば
か
り
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。「
人
権
教
育
」は
、社
会
の
実
態
を
含
む
真
の
平
等
を
実
現
し
、

一
人
一
人
の
権
利
意
識
を
確
立
す
る
た
め
に
重
要
で
す
。「
子
ど

も
は
未
来
の
社
会
構
成
員
１
０
０
％
を
形
成
す
る
」
と
は
、
ブ
レ

ア
政
権
時
代
の
財
務
大
臣
が
そ
の
支
出
を
了
解
し
た
際
の
言
葉
で

す
。
社
会
問
題
解
決
を
「
貧
困
線
」
を
用
い
て
改
善
の
指
標
と
し
、

女
性
支
援
や
教
育
に
よ
り
政
策
を
展
開
し
た
イ
ギ
リ
ス
、
男
女
平

等
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
そ
の
教
育
を
直
接
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

導
入
し
た
台
湾
。
男
女
平
等
社
会
が
一
向
に
進
ま
な
い
日
本
を
変

え
る
た
め
に
「
教
育
」
が
大
き
な
鍵
と
な
る
は
ず
で
す
。
そ
の
内

容
を
含
め
て
十
分
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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現
在
私
は
、
近
畿
圏
内
の
大
学
で
教
鞭
を
と
る
傍
ら
、
大
阪
市

内
の
旧
同
和
地
区
の
一
つ
住
吉
地
区
内
に
１
９
６
１
年
に
地
域

住
民
の
相
談
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
た
財
団
法
人
住
吉
隣
保
館

（
現
、
公
益
財
団
法
人
住
吉
隣
保
事
業
推
進
協
会
【
略
称
す
み
り

ん
】、
以
下
「
す
み
り
ん
」）
に
お
い
て
文
化
保
護
活
動
に
従
事

す
る
。「
す
み
り
ん
」
は
、
１
９
３
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代

ま
で
記
録
さ
れ
た
絵
画
、
写
真
、
映
像
な
ら
び
に
民
具
な
ど
約

４
万
３
０
０
０
点
を
所
蔵
し
て
お
り
、
私
は
そ
の
収
集
・
整
理
・

分
析
に
携
わ
っ
て
い
る
。
目
的
は
「
す
み
り
ん
」
に
お
け
る
事
業

を
継
承
発
展
さ
せ
る
た
め
の
広
報
・
組
織
活
動
を
達
成
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
事
業
の
発
端
は
、
同
和
行
政
が
過
渡
期
を
迎
え
た

こ
と
に
関
係
す
る
。

大
阪
市
は
、
２
０
０
２
年
３
月
末
の
「
特
別
措
置
法
」
に
基
づ

く
同
和
行
政
の
終
了
と
２
０
０
６
年
５
月
に
発
覚
し
た
「
飛
鳥
会

事
件
」
等
を
契
機
と
し
て
、
市
が
12
の
同
和
地
区
内
に
建
設
し
、

管
理
し
て
き
た
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
老
人
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年

会
館
な
ど
の
諸
施
設
を
、
２
０
１
０
年
３
月
末
を
も
っ
て
一
つ
に

統
合
す
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
後
、
人
権
文
化
セ

ン
タ
ー
は
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更
す
る
が
、
大
阪
市
政

改
革
の
波
で
存
続
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
12
の
同
和
地
区
内
の
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

施
設
に
蓄
積
・
保
管
さ
れ
て
き
た
、
約
２
万
５
０
０
０
点
の
関
連

文
書
資
料
が
、
保
管
場
所
を
失
い
、
破
棄
・
散
逸
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
た
。そ
れ
ら
の
資
料
に
は
、同
和
地
区
に
居
住
し
て
き
た
人
々

の
生
活
の
実
態
や
流
入
・
流
出
の
状
況
に
関
す
る
詳
細
な
記
録
が

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
同
和
事
業
の
進
展
に
伴
っ
て
変
化
し
た
住

宅
・
地
区
環
境
・
教
育
・
職
業
な
ど
の
状
況
、
刻
々
と
そ
の
姿
を

変
え
て
い
っ
た
地
域
共
同
体
の
実
態
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
を
引
き

起
こ
し
た
同
和
対
策
事
業
・
同
和
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
諸
施
策

の
実
施
過
程
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
資
料
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め
、
大
阪
市
立
大
学
人

権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
収
集
・
整
理
・
分
析
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
「
す
み
り
ん
」
の
資

被
差
別
部
落
に
関
す
る

　

歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
化
を
目
指
し
て

〜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
に
よ
る
文
化
の
保
護
・
促
進
に
学
ぶ
〜

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

国
立
民
族
学
博
物
館
外
来
研
究
員

　
　

友
永　

雄
吾
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料
整
理
が
始
ま
っ
た
。

私
が
最
初
に
手
掛
け
た
の
は
「
大
川
恵
美
子
画
集
目
録
」
で
あ

る
。
そ
の
作
品
は
１
０
８
点
で
、
１
９
３
０
年
代
の
住
吉
部
落
の

日
常
生
活
が
生
き
生
き
と
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
次
に
作
成
し
た

「
民
具
目
録
」
は
仕
事
に
関
連
す
る
も
の
が
多
く
、
雪
駄
、
下
駄
、

靴
直
し
に
必
要
な
原
材
料
や
鉋
な
ど
の
道
具
類
、
ま
た
行
商
に
必

要
と
な
る
天
秤
棒
や
大
八
車
な
ど
全
３
０
６
件
に
登
る
。
こ
れ
ら

民
具
を
通
し
て
、
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
道
具
を
改
良
し
、
厳
し

い
生
活
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
住
吉
の
人
々
の
姿
が
伺
え
る
。
更

に
、
財
団
法
人
住
吉
隣
保
館
の
初
代
館
長
、
住
田
利
雄
が
記
録
し

た
「
写
真
集
目
録
」
を
作
成
し
た
。
彼
は
１
９
５
２
年
か
ら

１
９
８
６
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
肌
身
は
な
さ
ず
手
に
し
て
い
た

カ
メ
ラ
に
よ
る
４
万
２
０
０
０
枚
以
上
の
写
真
を
記
録
し
た
。
目

録
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
。
最
後
に
、
６
つ
の
異
な
る

規
格
か
ら
な
る
５
０
０
点
の
「
映
像
記
録
デ
ー
タ
目
録
」
を
作
成

し
た
。
そ
こ
で
は
住
吉
の
ま
ち
づ
く
り
や
教
育
、
福
祉
に
関
わ
る

人
々
の
取
り
組
み
が
鮮
明
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
整

理
さ
れ
た
住
吉
の
旧
同
和
地
区
に
関
連
す
る
資
料
は
、「
す
み
り

ん
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る

（http://w
w

w
.sum

iyoshi.or.jp

）。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
私
が
２
０
０
５
年
か
ら

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
続
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
の
先
住
民

集
団
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
文
化
保
護
と
促
進
の
取
り
組
み
か
ら
多

く
を
学
ん
で
い
る
。

植
民
地
化
に
よ
り
喪
失
の
危
機
に
瀕
し
た
先
住
民
の
伝
統
的
知

識
や
文
化
を
保
護
・
促
進
す
る
た
め
、
１
９
６
１
年
に
連
邦
政
府

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
研
究
所
を
設
置
し
た
。

し
か
し
、
当
時
の
文
化
保
存
・
促
進
は
従
来
の
植
民
期
か
ら
続
く

い
わ
ゆ
る
「
白
人
」
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
当
研
究
所
の
職
員

が
全
て
非
先
住
民
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。
そ
う
し
た
様

相
は
、
１
９
７
０
年
代
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
当
事
者
の
権

利
回
復
運
動
を
契
機
に
一
変
す
る
。
１
９
８
９
年
に
は
、
上
述
の

研
究
所
が
再
編
さ
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ

ス
海
峡
諸
島
民
研
究
所
へ
と
名
称
変
更
す
る
と
、
職
員
の
半
数
に

先
住
民
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
文
化
の
保
存
・
促
進
は
、
い

ま
や
先
住
民
と
非
先
住
民
の
協
働
で
担
わ
れ
、
そ
の
決
定
は
先
住

民
当
事
者
に
委
ね
ら
れ
る
。

ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
に
お
い
て
も
、
そ
の
伝
統
的
知
識
の
一
部
は

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た

マ
ッ
プ
上
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
外
来
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
在
来
知
と
が
結
び
つ
き
、
先
住
民
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
保
ち

つ
つ
非
先
住
民
と
の
協
働
で
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
協
働
作

業
か
ら
、
今
後
の
被
差
別
部
落
の
文
化
保
護
・
促
進
の
方
法
を
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
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日
時
：
二
〇
一
三
年
十
一
月
三
日
（
日
）
午
後
三
時
〜
四
時
三
〇
分

場
所
：
京
都
市
勧
業
館
み
や
こ
め
っ
せ

概
要
：
記
念
講
演
「
音
楽
の
絆
」

　
　
　

世
界
人
権
宣
言
の
条
文
朗
読

　
　
　

パ
ネ
ル
ト
ー
ク
〜
世
界
人
権
宣
言
は
い
ま
〜

京
都
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
は
、
京
都
府
、
京
都
人
権
啓
発
推

進
会
議
及
び
京
都
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
主
催

に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
府
民
・
市
民
の
み
な
さ
ん
に
楽

し
み
な
が
ら
人
権
を
学
ん
で
頂
く
場
を
提
供
し
て
い
る
。
今
年
は

世
界
人
権
宣
言
が
国
際
連
合
第
３
回
総
会
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
65

周
年
に
あ
た
る
た
め
、
当
研
究
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
宣
言
の
意
義
を

府
民
・
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、
標
記
の
イ
ベ

ン
ト
を
京
都
人
権
啓
発
推
進
会
議
と
と
も
に
開
催
し
た
。

な
お
、
京
都
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は

「
世
界
人
権
宣
言
65
周
年
京
都
ア
ピ
ー
ル
」
が
、
山
田
啓
二
京
都

府
知
事
、
門
川
大
作
京
都
市
長
、
吉
岡
慶
治
京
都
地
方
法
務
局

長
及
び
当
セ
ン
タ
ー
の
上
田
正
昭
理
事
長
に
よ
り
連
名
で
発
表

さ
れ
た
。

◆
記
念
講
演
「
音
楽
の
絆
」

作
曲
家
の
千
住
明
氏
は
、
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
念
講
演
「
音
楽

の
絆
」
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
大
船
渡
保
育
園

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
園
歌
「
さ
か
み
ち
を
の
ぼ
っ
て
」
を

作
曲
し
た
経
験
を
語
ら
れ
た
。
昔
か
ら
日
本
の
童
謡
や
唱
歌
、
園

歌
は
、
言
葉
で
語
り
尽
く
せ
な
い
こ
と
や
後
世
に
伝
え
た
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
残
す
た
め
に
作
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
千
住

氏
は
、
東
日
本
大
震
災
を
通
し
て
被
災
地
の
人
々
が
抱
い
た
思
い

を
、
百
年
後
の
園
児
た
ち
に
届
け
る
た
め
の
歌
を
作
ら
れ
た
と
い

う
。
こ
の
よ
う
に
、
音
楽
は
、
同
世
代
の
人
々
の
「
心
の
繋
が
り
」

を
作
り
出
す
力
が
あ
り
、
ま
た
時
代
を
超
え
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届

け
る
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
千
住
氏
の
言
葉
に
は
説

得
力
が
あ
っ
た
。

「
京
都
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」参
加
企
画

　
「
世
界
人
権
宣
言
65
周
年
記
念 

人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〜
世
界
人
権
宣
言
は
い
ま
〜
」開
催
報
告
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◆
世
界
人
権
宣
言
の
条
文
朗
読

つ
い
で
、
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
氏
が
口
語
訳
さ
れ
た
世
界
人
権

宣
言（
注
）を
、
作
詞
家
の
鮎
川
め
ぐ
み
氏
が
朗
読
し
た
。
平
易
な
言

葉
に
訳
さ
れ
た
宣
言
は
、
有
志
の
皆
様
に
よ
る
演
奏
の
下
で
京
都

府
人
権
啓
発
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
世
界
が
ひ
と
つ
の
家
族
の
よ
う

に
」
の
旋
律
に
の
せ
て
語
ら
れ
、
壇
上
の
パ
ネ
ル
に
は
ス
ペ
イ
ン

国
際
人
権
法
協
会
が
作
成
し
た
平
和
に
対
す
る
権
利
に
関
す
る
映

像
が
流
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
五
感
を
通
し
た
演
出
に
よ
り
、
参
加

者
に
は
、
世
界
人
権
宣
言
の
持
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
よ
り
身
近
に

感
じ
取
っ
て
頂
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

◆
パ
ネ
ル
ト
ー
ク 

〜
世
界
人
権
宣
言
は
い
ま
〜

世
界
人
権
宣
言
の
朗
読
後
に
は
、当
セ
ン
タ
ー
の
安
藤
仁
介
所
長
、

坂
元
茂
樹
研
究
第
一
部
長
、
前
田
直
子
及
び
三
輪
敦
子
各
嘱
託
研
究

員
に
よ
る
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
世
界
人
権
宣
言
が
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
が
論
じ
ら
れ
た
。

安
藤
所
長
は
、
世
界
人
権
宣
言
第
１
条
が
「
人
権
は
何
よ
り
も

我
々
一
人
ひ
と
り
の
も
の
」
で
あ
る
と
訴
え
か
け
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
た
。
し
か
し
、
人
権
は
他
の
人
の
自
由
や
人
権
を
損
な
う

よ
う
に
み
だ
り
に
用
い
て
は
な
ら
ず
（
第
30
条
）、
私
た
ち
は
自

分
自
身
の
中
に
あ
る
良
心
に
従
い
、
他
の
人
々
の
尊
厳
を
尊
重
す

る
よ
う
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。

こ
の
点
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、
差
別
の
禁
止
を
う
た
っ
た

第
２
条
で
あ
る
。
坂
元
第
一
部
長
は
、
特
定
の
社
会
集
団
や
民
族

を
侮
辱
し
、憎
悪
や
差
別
を
扇
動
す
る
言
動
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
）

は
、
人
権
の
基
礎
を
根
本
的
に
破
壊
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
在

特
会
や
主
権
会
が
京
都
朝
鮮
第
一
初
級
学
校
に
対
し
て
人
種
差
別

的
な
言
動
を
行
っ
た
事
件
に
お
い
て
、
２
０
１
３
年
10
月
７
日
、

京
都
地
方
裁
判
所
は
人
種
差
別
撤
廃
条
約
を
適
用
し
つ
つ
、
在
特

会
ら
に
１
２
２
６
万
円
の
賠
償
命
令
を
下
し
た
。
坂
元
第
一
部
長

は
、
京
都
地
裁
が
在
特
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
の
行
為
は
名
誉
毀
損
に

あ
た
り
、
公
益
を
図
る
目
的
で
な
さ
れ
た
も
の
と
は
到
底
認
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
判
示
し
た
こ
と
は
、
世
界
人
権
宣
言
第
２
条

に
沿
う
も
の
だ
と
述
べ
た
。

ま
た
、
前
田
嘱
託
研
究
員
は
、
人
が
拷
問
や
辱
め
を
う
け
苦
し

ん
で
い
る
場
合
、
世
界
人
権
宣
言
は
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
て
新
し
い

生
活
を
始
め
る
権
利
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
13
条

は
移
動
の
自
由
を
保
障
し
て
お
り
、
拷
問
の
禁
止
に
も
か
か
わ
ら

ず
（
第
５
条
）、
拷
問
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
私
た
ち
は

他
の
国
に
逃
げ
て
そ
こ
で
救
い
を
求
め
る
権
利
を
有
し
て
い
る
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よ
う
な
社
会
を
作
り

出
す
助
け
と
な
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
そ

し
て
、
第
28
条
と
第

29
条
は
対
比
の
関
係

に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、

そ
の
よ
う
な
社
会
に

住
む
権
利
と
そ
れ
を

作
り
出
す
義
務
と
を

定
め
た
条
文
で
あ
る

と
い
う
。
そ
の
上
で
、

安
藤
所
長
は
、
人
権

尊
重
を
基
調
と
し
た
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
に
も

あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
絶
え
ざ
る
努
力
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成

し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
人

権
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
を
閉
じ
た
。

（
注
）
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
支
部
、谷
川
俊
太
郎
著
『
世

界
人
権
宣
言
』（
金
の
星
社
、
１
９
９
０
年
）
を
参
照
。

（
文
責　

研
究
第
一
部
専
任
研
究
員　

杉
木　

志
帆
）

（
第
14
条
）。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
ど
こ
に
い
て
も
法
に
守
ら

れ
て
人
と
し
て
生
き
て
い
く
権
利
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第

６
条
）。 

加
え
て
、
前
田
研
究
員
は
家
族
生
活
の
尊
重
に
つ
い
て

言
及
し
、
事
実
婚
を
選
択
し
て
い
る
世
帯
を
含
め
、
様
々
な
形
の

家
族
が
大
切
な
存
在
と
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主

張
し
た
（
第
12
条
、
第
16
条
、
第
25
条
）。

さ
ら
に
、
三
輪
嘱
託
研
究
員
は
、
女
子
教
育
の
必
要
性
を
訴
え

て
タ
リ
バ
ン
か
ら
銃
撃
さ
れ
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス

フ
ザ
イ
さ
ん
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
彼
女
は
16
歳
に
し
て
サ
ハ
ロ

フ
賞
を
受
賞
し
、
ま
た
彼
女
の
誕
生
日
で
あ
る
７
月
12
日
は
国
連

に
よ
っ
て
マ
ラ
ラ
の
日
と
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
教
育

を
受
け
る
権
利
（
第
26
条
）
を
男
女
平
等
に
保
障
す
る
こ
と
の
困

難
と
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
社
会
で
は
、
男
女

間
の
賃
金
格
差
が
依
然
と
し
て
他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
も
大
き

い
こ
と
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
世
界
規
模
の
生
産
コ
ス

ト
切
下
げ
競
争
が
進
む
な
か
で
、
過
労
死
問
題
は
一
向
に
解
決
せ

ず
、
労
働
者
の
権
利
（
第
23
条
、
第
24
条
）
が
切
り
崩
さ
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

最
後
に
、
安
藤
所
長
が
、
世
界
人
権
宣
言
の
総
括
と
し
て
、
人

権
は
よ
り
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
才
能
を
よ
り
良
く
伸
ば
せ
る
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京都の魅力再発見
　京都のまちには数多くの名所・旧跡があります。そこでは寺社や町衆の文化と
ともに、差別を受けながらも京都の歴史・文化の創造と発展に寄与した人びとの
生活史が息づいてきました。また、朝鮮半島や中国などから渡来した人びとも京
都の文化をかたちづくる上で大きな役割を果たしました。
　本講座では、そうした京都の〈人権ゆかりの地〉をとりあげ、そこでおりなさ
れてきた人間模様を通じて、京都における人権の歴史を多面的に学んでいきたい
と思います。

回 月日 講師 テーマ・内容

８ 1月25日
（土）

上田　正昭
研究センター理事長
京都大学名誉教授

高瀬川開削400年
― 角倉了以と素庵に学ぶ ―

　朱印船貿易で活躍した角倉了以とその子素庵は、物資流通
のために数多くの河川を開削した。京都では慶長 11年に保
津川、慶長 19年に高瀬川を開削して、京都の経済的発展に
大きく寄与した。「利を共にする」交易をめざした思想と行
動には学ぶところが多い。

※第 7回まで終了。

　回　数　全８回
　曜　日　土曜日
　時　間　午後２時～３時３０分
　　　　　（受付は、午後１時３０分～）
　場　所　ハートピア京都
　　　　　（中京区烏丸丸太町下ル）
　定　員　５０人（第 8回のみ 100人）
　受講料　１,０００円（１回）
　＊ 賛助会員は無料
　＊ 予約不要、当日受付

　京都市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車
　⑤番出口（地下鉄連絡通路にて連結）
　京都市バス、京都バス、JRバス
　「烏丸丸太町」バス停下車

お問い合わせ　
（公財）世界人権問題研究センター
（TEL 075-231-2600 FAX 075-231-2750）

会場が
変わりました

会場が変わりました

【2013 年度】 講座・人権ゆかりの地をたずねて
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東
京
都
心
か
ら
電
車
で
約
２
時
間
た

ら
ず
、
武
蔵
野
の
大
地
が
秩
父
山
地
に

つ
ら
な
る
な
だ
ら
か
な
丘
陵
と
出
会
う

あ
た
り
に
高こ

ま麗
神
社
が
あ
る
。
こ
の
高

麗
は
「
高
句
麗
」
を
意
味
す
る
「
コ
マ
」

で
あ
っ
て
「
高こ
う
ら
い麗
」
で
は
な
い
。
そ
し

て
こ
の
神
社
は
ふ
た
つ
の
点
で
日
本
と

朝
鮮
半
島
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
物
語

る
社や
し
ろ
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
地
元
の

人
び
と
が
誇
り
を
も
っ
て
語
る
、
こ
の
周
辺
の
開
拓
の
先
駆
者
で

あ
っ
た
高こ

ま麗
氏
の
輝
か
し
い
業
績
で
あ
る
。
そ
し
て
長
年
そ
の
社

稷
を
守
っ
て
き
た
高
麗
氏
の
子
孫
が
現
在
も
宮
司
を
勤
め
て
い
る

と
い
う
珍
し
い
系
譜
を
も
っ
て
い
る
。
古
代
の
朝
鮮
半
島
三
国
の

ひ
と
つ
、
高
句
麗
は
倭
国
が
多
く
の
文
化
を
学
ん
で
き
た
当
時
の

先
進
国
で
あ
っ
た
。
聖
徳
太
子
の
学
問
の
師
で
あ
っ
た
僧
侶
の
慧

慈
や
、
筆
墨
・
紙
の
製
法
を
教
え
た
曇
徴
は
高
句
麗
の
人
で
あ
っ

た
し
、
そ
の
他
、
有
名
無
名
の
人
び
と
が
七
世
紀
を
中
心
に
倭
国

へ
渡
来
し
て
き
た
。
六
六
三
年
に
百
済
・
倭
の
連
合
軍
が
新
羅
・

唐
の
連
合
軍
に
敗
れ
た
あ
と
、
今
度
は
高
句
麗
が
新
羅
と
唐
の
軍

勢
に
敗
れ
る
。
こ
の
争
い
の
中
で
高
句
麗
は
倭
国
に
使
者
を
派
遣

し
て
き
た
。『
日
本
書
紀
』
に
は
六
六
六
年
一
〇
月
の
使
者
の
副

使
に
「
二
位
玄
武
若
光
」
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
『
続
日
本
紀
』

の
七
〇
三
（
大
宝
三
）
年
十
月
条
に
「
従
五
位
下
高
麗
若
光
賜
王

姓
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

鎌
倉
時
代
に
高
麗
氏
の
元
の
系
図
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

高
麗
家
で
は
こ
の
若
光
こ
そ
、
高
麗
王
氏
が
倭
国
に
や
っ
て
き
た

始
祖
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
て
い
る
。
七
一
六
（
霊
亀
二
）
年
に
は

東
国
に
住
ん
で
い
た
高
句
麗
の
人
一
七
九
八
人
を
武
蔵
国
の
こ
の

あ
た
り
に
集
め
て「
高こ

ま麗
郡
」が
創
設
さ
れ
た
。
ま
だ
野
深
か
か
っ

た
こ
の
あ
た
り
の
原
野
を
開
拓
す
る
と
い
う
朝
廷
の
意
向
で
あ
っ

人権の〝館〟

高
こ

麗
ま

神社とその周辺
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た
。
若
光
は
よ
く
人
び
と
を
統
率
し
、
信
頼
を
得
た
よ
う
で
晩
年

の
容
貌
か
ら
「
白
髭
明
神
」
と
し
て
今
も
尊
崇
さ
れ
て
い
る
。
若

光
の
墓
は
神
社
の
す
ぐ
近
く
の
聖
天
院
の
境
内
に
あ
る
。
高
麗
氏

は
や
が
て
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
と
な
り
、
ま
た
修
験
道
を
極
め
た

達
人
を
輩
出
し
、
近
代
に
い
た
る
。
高
麗
郡
の
名
は
近
代
に
な
っ

て
度
重
な
る
地
方
の
郡
の
統
合
、
改
名
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
現
在

は
埼
玉
県
日
高
市
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
高
麗
神
社
を
お
と
ず
れ
、
広
い
境
内
を
散
策
す
る
と
驚

く
べ
き
事
跡
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
目
に
飛
び
こ
ん
で
く
る
。
ま
ず
大
き

な
「
一
の
鳥
居
」
が
正
面
に
あ
る
が
、
そ
の
建
立
者
の
名
は
な
ん

と
南
次
郎
と
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
第
六
代
朝
鮮
総
督
と
し
て

「
皇
民
化
」「
国
家
総
動
員
体
制
」
を
推
進
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま

た
著
名
な
参
拝
者
の
名
の
中
に
斉
藤
實（
総
督
）、水
野
錬
太
郎（
政

務
総
官
）、
小
磯
国
昭
（
総
督
）
な
ど
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配

の
名
だ
た
る
高
官
、
軍
人
の
名
が
続
々
と
見
え
る
。
ほ
か
に
も
若

槻
礼
次
郎
か
ら
鳩
山
一
郎
ま
で
六
人
の
首
相
経
験
者
の
名
が
あ

る
。
ま
た
文
学
者
で
は
古
く
は
尾
﨑
紅
葉
、
幸
田
露
伴
、
壺
井
栄
、

坂
口
安
吾
、
太
宰
治
、
長
谷
川
伸
、
折
口
信
夫
な
ど
数
限
り
な
い
。

近
年
の
と
こ
ろ
で
は
姜
尚
中
氏
や
韓
国
の
有
名
な
ス
タ
ー
た
ち
の

名
も
散
見
す
る
。
ま
た
金
達
寿
を
は
じ
め
、
在
日
の
高
名
な
研
究

者
や
文
学
者
の
名
も
あ
る
。

戦
前
・
戦
中
は
こ
の
よ
う
な
有
名
人
の
参
拝
が
相
次
い
だ
た
め
、

「
出
世
の
神
」
と
し
て
崇
敬
を
あ
つ
め
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て

東
京
を
中
心
と
し
た「
奉
賛
会
」の
手
に
よ
っ
て
立
派
な
社
殿（
現

在
の
も
の
）
が
建
立
さ
れ
、
境
内
の
整
備
が
行
わ
れ
た
、
と
い
う
。

現
宮
司
の
高
麗
文
康
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
は

宮
司
家
の
意
向
と
は
別
に
奉
賛
会
主
導
で
行
わ
れ
て
い
た
ら
し

い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
朝
鮮
に
係
わ
っ

た
政
治
家
や
軍
人
の
参
拝
は
日
本
の
朝
鮮
統
治
の
成
功
と
安
寧
を

祈
願
す
る
た
め
で
あ
っ
た
、
と
み
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
他
方
、
在

人権の〝館〟
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こ
で
は
両
国
の
交
流
の
関
連
資
料
も
あ
っ
て
、「
渡
来
」
の
雰
囲
気

を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
に
は
「
高
麗
郡
建
郡

一
三
〇
〇
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
地
元
の
日
高
市
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
に
よ
っ
て
華
々
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
〔
所
在
地
〕
埼
玉
県
日
高
市
新
堀
八
三
三

　
〔
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〕
０
４
２

９
８
５

１
４
０
３

　
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
０
４
２

９
８
５

２
７
９
４

　
〔
休　

日
〕
無
し

　
〔
交　

通
〕  

①
東
武
東
上
線
で
池
袋
か
ら
川
越
駅
で
Ｊ
Ｒ
線
乗
換
え
、

又
は
②
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
で
新
宿
か
ら
川
越
経
由
、
あ
る
い
は

③
新
宿
か
ら
Ｊ
Ｒ
中
央
線
で
八
王
子
経
由
。

  　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
Ｊ
Ｒ
高
麗
川
下
車
、
徒
歩
二
〇
分
。

  　
　
　
　
　

  （
Ｊ
Ｒ
高
麗
川
駅
前
に
は
朝
鮮
の
「
将
軍
塚
」
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
西
武
秩
父
線
の
高
麗
駅
前
に
も
あ
り
、
こ
ち
ら
か

ら
は
徒
歩
四
〇
分
。
東
京
都
心
か
ら
だ
と
い
ず
れ
も
約
一

時
間
三
〇
分
以
上
を
要
す
る
。）

（
研
究
第
三
部
長　

仲
尾　

宏
）

日
の
研
究
者
な
ど
は
戦
前
の
日
本
と
朝
鮮
に
か
か
わ
る
痛
ま
し
い

記
憶
の
場
と
し
て
訪
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
著
名
な
文
学

者
た
ち
の
思
い
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

今
ひ
と
つ
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
境
内
に
「
李
王
垠
・
方
子

妃
殿
下
手
植
え
の
杉
」
が
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
李
王
と
は
「
併
合
」

の
結
果
、廃
絶
さ
れ
た
韓
国
皇
帝
の
子
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
併
合
」

後
、
東
京
住
ま
い
を
強
制
さ
れ
、
梨
本
宮
家
の
息
女
で
あ
っ
た
方

子
と
の
政
略
結
婚
の
当
事
者
で
あ
っ
た
。

こ
の
杉
の
植
樹
は
戦
中
の
一
九
四
二
年
に
な
さ
れ
た
と
い
う
。

垠
は
日
本
住
ま
い
の
ま
ま
没
し
、
方
子
は
戦
後
か
な
り
経
っ
て
か

ら
夫
と
と
も
に
ソ
ウ
ル
へ
戻
っ
て
没
し
た
が
、
二
人
の
心
の
思
い

は
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
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人権の〝館〟



　第二次世界大戦の戦禍の反省に基づいて、1948（昭和23）年12月10日、国際連合の第3回総
会で「世界人権宣言」が採択されました。今年は、その記念すべき年から数えて65周年に当たり
ます。「基本的人権、人間の尊厳及び価値並びに男女の同権についての信念を再確認し、かつ、一
層大きな自由のうちで社会的進歩と生活水準の向上とを促進する」決意を表明し、「すべての人
間は生まれながらにして自由であり、かつ尊厳及び権利について平等である」と謳ったこの宣
言は、今もなおあざやかです。
  この「世界人権宣言」を具体化するため、「国際人権規約」をはじめとするさまざまな人権に関
する条約が定められてきました。また、1994（平成6）年の第49回国際連合総会において「人権
教育のための国連10年」が決議され、その「行動計画」が発表されました。わが国においても、こ
れまで基本的人権の保障を明記した「日本国憲法」の下、様々な人権問題を解決するための施策
の推進や関係諸団体による取り組みが進められてきました。
  こうした施策の進展や人権問題の解決を願う数多くの人々のたゆまぬ努力によって、人権問
題に関する状況は改善の方向に進んできましたが、現在でも、地域紛争や自然破壊、飢餓と貧困
など平和と人権を脅かす事態が続出しています。国内においても、同和問題、女性、子ども、高齢
者、障がいのある人、外国人等をめぐる人権侵害など解決すべき人権問題が数多く残されてお
り、とりわけ、近年、いじめによる自殺や虐待などいのちの尊厳を奪う人権侵害が深刻化してい
ます。
　2011（平成23）年3月11日に発生した東日本大震災では、一瞬にして多くの尊いいのちと平
和な暮らしが失われました。さらに、震災と同時に起きた原子力発電所の事故により、大量の放
射線が漏れ出し、多くの人々が長期にわたる避難を余儀なくされるとともに、環境や地域産業
への深刻な影響が懸念されています。私たちは、被災された多くの方々はもちろん、震災で犠牲
となられた方々も含めたいのちの「絆」を大切にし、この災禍を乗り越えなければなりません。
そして、日本全国、さらには世界の人々と力を合わせて、一人ひとりの尊厳と人権を守るため
に、人と人とがつながり、支え合う社会を築いていかなければなりません。
  「人権の世紀」といわれる21世紀は、「人権文化」を輝かせる時代です。「人権文化」は、「いのち
の尊厳を自覚し、人間が人間の幸せを自然と共に営み、新しい歴史と文化を共に生んでいく、そ
の行動と実り」であり、私たちは、家庭・学校・職場・地域に根ざした「人権文化」を実らせていか
なければなりません。「世界人権宣言」の65周年に当たり、この宣言の精神とその意義を再確認
し、自然と人間、そして人間のすべてが共生し、自由・正義・平和にあふれた社会の実現を共に目
指していきましょう。

　          2013（平成25）年11月3日
 京 都 府 知 事  山　田　啓　二
 京 都 市 長  門　川　大　作
 京都地方法務局長 吉　岡　慶　治
 公益財団法人 世界人権問題研究センター理事長 上　田　正　昭

世界人権宣言６５周年京都アピール

▲境内にある朝鮮半島特有のチャンヌン
　（道祖神）

▲李垠・方子夫妻手植えの杉

もと朝鮮総督や首相など▶
著名人の参拝者の名が　
並んでいる　

▲高麗神社表参道の石柱
（裏面に建立者である南次郎の名が刻まれている）
▲高麗神社表参道の石柱

▲李垠 方子夫妻手植えの杉
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（公財）世界人権問題研究センター

「賛助会員」募集中
◎年会費　 個人会員　1万円（学生は 5千円）　法人会員　5万円
◎特　典　・ 『グローブ』（季刊：年 4回発行）『年報』の無償送付。
　　　　　・  『研究紀要』 『人権問題研究叢書』の無償送付。
　　　　　・  「講座・人権ゆかりの地をたずねて」の無料受講。
　　　　　・  人権図書室所蔵の図書貸出サービス。
　　　　　・  当センター主催の講演会等への優先案内。
◎お問い合せ、お申込みは下記へ。

公益財団法人  世界人権問題研究センター
〒604-8221　 京都市中京区錦小路通室町西入天神山町290番地１
TEL 075-231-2600　FAX 075-231-2750
[URL]  http://www.mmjp.or.jp/jinken/[E-MAIL] jinken@kyoto.email.ne.jp

世界人権問題研究センター発行の刊行物の紹介

『人権問題研究叢書』
当研究センターが取り組む調査・研究のさらなる活性化とそ
の成果を広く国内外に発信し、人権文化の発展に寄与するこ
とを目的に創刊しました。当研究センター研究員が調査・研
究活動を通じ、人権問題を科学的に考察し論著したものです。

季刊「グローブ」（研究センター通信）
年 4回発行
当研究センターの研究活動やその他事業について
の報告や予定、研究課題、研究員の紹介、外部か
らの声などを掲載しています。

「人権歴史年表」
人権を主題として構成された年表は、ほとんど前
例がないなかで人権問題を探求し、新たな人権文
化の創造をめざす人々の学習の手引となるように
編集しました。

「研究紀要」の刊行（年 1回発行）
当センターでは、「国際的人権保障体制の研究」「同
和問題の研究」「定住外国人の人権問題の研究」「女
性の人権問題の研究」「人権教育の理論と方法の研
究」 の５部門で研究を行っており、毎年、当研究セ
ンター研究員の個人研究の成果を公表しています。

創立 10周年記念出版
「散所・声聞師・舞々の研究」
当研究センターでは、1996年から9年間にわたっ
て共同研究として「散所に関する総合的研究」に
取り組んできましたが、その成果をまとめました。

◎定価
8,610 円（税込）

◎定価　1,000 円～
1,575 円（税込）

◎定価
1,890 円（税込）

◎定価　各号
2,500 円（税込）

◎定価
1,890 円（税込）

「京都人権歴史紀行」
京都に残る人権に関わる場所、事柄、そこで生き
た人々の後を訪ね、歴史を振り返るなかで、基本
的人権や自由、平等、平和の大切さと、それを実
現するためにどれほどたくさんの人々の努力が積
み重ねられてきたかを学んでいただけます。


	校了_01_目次
	校了_02_上田正昭さま【歴史随想72】
	校了_04_中川多鶴子さま【京都府】
	校了_06_国際人権44
	校了_08_三輪敦子さま【第1部】
	校了_10_白石正明さま【第2部】
	校了_12_師岡康子さま【第3部】
	校了_14_高田恭子さま【第4部】
	校了_16_友永雄吾さま【第5部】
	校了_18_杉木志帆さま【研究部の報告】
	校了_21_事業案内_2013年度　人権大学講座
	校了_22_仲尾宏さま【人権の館】
	校了_表1234(P)  - コピー
	校了_表1234(P) 

